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未処分廃プラスチックの再生利用に向け

ミャンマーで事業可能性調査
国際協力機構（JICA）は、「中小企業海外展開支援事業～基礎調査～」において株式会社エムエスケ

イ（静岡県浜松市、橋本茂樹代表取締役）が提案する「ヤンゴン市から排出される廃プラスチック還元

剤利用の事業計画策定に関する基礎調査」（ミャンマー）を採択しました。

ミャンマーのヤンゴン市では、大量の廃プラスチックが未処理のまま処分場の敷地に持ち込まれ、

分解しないため残存し、処分場の許容量を圧迫しています。また、廃プラスチックからの発火リス

クも懸念されるため、適正な処分もしくは再生利用手段の導入を緊急課題としています。この問題

に対し、株式会社エムエスケイは、未処分廃プラスチックを選別・加工して製鉄所向け高炉還元剤と

して販売する事業計画の策定に係る調査を実施します。

なお、本調査は、我が国の中小企業を対象とした「中小企業海外展開支援事業～基礎調査～（注）」

として実施され、今後の契約交渉を経て契約に至ったものから、順次調査を実施します。

（注）基礎調査は、途上国の開発ニーズと日本の中小企業の優れた製品・技術等とのマッチングを行うもの。企

業は、製品・技術をODA事業に活用するための 情報収集・事業計画立案等を行う。2012年度から実施されており、

2017年度第2回分は今年9月に公示を行い、12件が採択。

【参考：（プレスリリース）基礎調査 2017 年度第 2 回公示の採択結果について】
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高炉還元剤 収集された未処分廃プラスチック


